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ウ ナ ギの 血中 Ca 濃度 に およぼすス タニ ウス 小体の 影響　　　　　　　　　
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長谷川早苗，平野哲也 （東大 ・海洋研）

Effects　of 　corpusc ］es 　 of　Stannius　on 　plasma 　Ca　concenentration 　in　the　 eel

SANAE 　 HASEGAWA ，
　 TETSUYA 　 HIRANO

　魚類の 血 中 Ca 濃度は ， 淡水産．海産 と も他 の 脊椎動物 と同様に 約 2．　5rnM に 保た れ て い る 。 ウナ ギ の ス タ

ニ ウ 刈 、体 〔CS ） を wa去す る と．血 中 C・ 濃度が 上昇し．特 瞞 水 で著しい ・正 常 の 淡水 ウ ナ ギ は ・ 1°mM

C 。 鞭 晦 して も，C ・ 濃度 は変化 し ない が ，　CS・ ・t ・za去 し た ウナ ギ は ・全 C ・ ・　 （ オ ソ 化 C ・ と纐 著に 上

昇す る．cs 除 去 ウ ナ ギ ｝・ シ 吋 ヶ の cS の 館 水抽出液 2・5− 1・mg ／・・09 を 衵 間投 与 しな が ら 10mM 溶

液に 移す t ，血栓 C ・
，

イ オ ソ イヒ C ・ の 増加 が撒 ら描 ・こ の 効果 は 投与中止 後 4 朗 に は み らt・tsくな

る。シ ロ サ ケ CS を 酸 7 セ ト ソ あ る い は ア ル カ リで 抽出 し，それぞれ 50μg／100g 投与す る と．ア ル カ リ抽出

物 に 搬中 Ca の 上昇を 抑 え る 作用 が み られ た 。 酸 ア セ ト ソ 抽 出物 は 血 中 Ca を上昇させ る傾向が あ る 。 また ，

ウ ナ ギ の ブ、 ル シ ト ＝ ン に は，Ca 低 下作用は 認め られな い 。こ の 系を用 い て CS 中の 血 中 Ca を低下な い し上

昇 させ る有効物質 の 定量が可 能 とな る と思わ れ る。

ウ ナギの 鯉の 水透過性と塩類細胞

小笠原強 （東大 ・海洋研）

ChlDride　cells 　and 　 water 　permeability　o 〔 the　eel 　gills

TSUYCsm 　 OGAsAwARA

　魚類 の 体液浸透圧 は，海水や 淡 水 な ど環境の 塩濃度 の 差違 に か か わらず
亠

定 に 保た れ て い る 。 鰓 は呼吸器 で

あ る と同 時 に ，浸透圧調節器官 と し て も重要 で ある 。 海水 ウ ナ ギ の 鰓は 淡水 ウ ナ ギ に 比べ て 水透過性 が高く，

塩類代謝 に 関 与 す る と され る塩類細胞 の 外界へ の 開 口 部も大 きく開 い て い る。海水 ウ ナ ギ を淡水 に 移す と．下

垂体の 有無 に か か わ らず塩類細胞孔 が 縮小 し，水 透過性 も短時間 で 低 下 す る 。 単離 し た 海水 ウ ナ ギ の 鰓 を淡水

に 浸漬 して も塩 類 細胞孔 に 変化 は な い の で ，細胞孔の 縮小を伴な う水透過性 の 低下 は 中枢な い し即効性 の ホ ル

モ ソ 等 の 支配下 に あ る と考え
．
られ る。海水 ウ ナ ギ を Ca 欠除海水 に移す と塩類細胞孔は縮小 す る が，水 透 過

性 は 高い 。10mM 　Ca 溶液 に 移 す と細胞孔は 開い て い るが透過性は 低い
。 塩類細胞は 鰓 の 水 の 出 入 の ル ートの

ひ とつ で は あ る が ，その 開口 部 の 大 小 は 外界 の Ca 濃度に 影響され．水透過性変化 とは 必 らず しも
一致す る と

は 限 らな い o

ウ シガエ ル オタマ ジ ャ ク シの 血漿 Na 濃度に対す る種 々 の ホ ル モ ン の 影響

内山 実 （口歯大 ・新潟 ・
口 腔生理），P・K ・T ・Pang （Texas 　Tech 大

・薬理 ）

Effect 。 f　hyp 。phy ，ect ・my 　and 　h・・m ・nal ・ep エ・・em ・・t ・ n　pl・・m ・ ・。di・皿 ・・n ・ ent ・ati ・ n 　i・ the 　 b”ll−−

frog　tadpole

MINeRU 　UcHIYAMA ，　 PETER ．　 K．T ．　 PANG

　変態前 の ウ シ ガ エ ル t 　fi　’？ ジ ャ ク シ を 体液 よ り低張 の 種 々 の 濃度 に Na を 含 む環境水中 で 餌 を 与 えず 飼育

して も 血 漿値 は 比較的 よ く調節 されて し・る．こ れ は 外界 よ り，鰓 に よ っ て Na †

を 能動的 に 取 り込 む こ と lc

よ る。低 Na 濃度水 （Na ： 5mg ％） に 保 た れ た 個体 に脳 下 垂体除去手術 を 施 す と 5 目後 に 血漿 Na 値 は 有

意な低下 を 示 した。こ の 低下 は 脳 下 垂体移植或い は 脳下垂 体 抽 出 物 の 投与 に よ り阻 げ られ る 。　
hormonal

　
re −−

placement に お い て は ，　ACTH と hydroc   rtisone が 脳下垂体除去個体の 血 漿 Na 値 の 低 下 を抑え る 。　
alde 一

sterone は投与量 に 依存 して 有効 ，無効 が 存在す る。一
方．　pr。lacしin や AVT の 効果は 顕著 で な い 。以 上 の

結果 よ り，変態前の ウ シ ガ エ ル オ タ マ ジ ャ ク シ の 血漿 Na 濃度調節機構は ．無尾 両 生 類成 体型 （皮膚 ： ACTH

一
副腎皮質系と後葉 ホ ル モ ソ ） 成 い は 淡水 魚．ネ オ テ ニ ー有尾類型 （鰓 ： プ ロ ラ ク チ ン ） とは 異な る こ とが推

察された 。
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